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移
行
し
て
い
ま
す
。
福
智
町
が
生

き
残
っ
て
い
く
に
は
、
自
主
財
源
が

３
割
程
度
の
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
政
策
の
選
択
・
集
中
を
行
い
、

将
来
へ
の
布
石
も
打
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
最
善
の
選
択
を
見
出

し
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
福
智
町
は
町
有
地
の

売
却
や
県
内
初
の
太
陽
光
発
電「
水

上
フ
ロ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
」
を
実
現
。

11
億
円
を
超
え
る
５
万
件
以
上
の

寄
附
を
集
め
た「
ふ
る
さ
と
納
税
」

な
ど
、「
稼
ぐ
力
」を
発
揮
す
る
町

と
し
て
も
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
来
年
開
館
予
定
の「
図
書

館・
歴
史
資
料
館
」は
、
全
国
に
誇

れ
る
先
駆
的
多
機
能
型
施
設
と
し

て
、
精
力
的
に
運
営
基
盤
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
・
医

療
・
介
護
が
連
携
し
た
少
子
高
齢

化
対
策
も
充
実
さ
せ
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
た「
し
ご
と
相
談
窓

口
」
を
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
の
深
化
や
今
後
の
効
果

的
な
定
住
促
進
施
策
の
検
証
も
含

め
て
、
地
方
創
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
を
左
右
す
る「
教

育
」に
つ
い
て
も
、
そ
の
質
の
向
上

と
、
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る
力
と

豊
か
な
感
性
を
培
う
人
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

遊
休
地
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
売
却
し
、
確
実
に
維
持

管
理
経
費
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
旧
平
原
団
地
跡
地
を
売

却
予
定
で
す
。
さ
ら
に
今
後
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
町

外
へ
も
情
報
発
信
し
、
積
極
的
な

売
却
、
企
業
へ
の
貸
付
等
に
努
め
、

自
主
財
源
の
確
保
に
繋
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
上
野
地
区
の
一
部
、
堀

田
地
区
０・４
５
㎢
の
現
地
調
査
に

入
る
予
定
で
す
。
来
年
度
以
降
も

金
田
の
未
着
手
地
区
と
あ
わ
せ
、

早
急
に
事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
等
と
連
携
し
て

防
災
訓
練
の
実
施
を
目
指
し
、
防

災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
避
難
が
困
難
な
人
に
対

し
て
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
災

害
時
に
速
や
か
に
支
援
で
き
る
よ

う
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
避
難
経
路

や
危
険
箇
所
の
把
握
に
は
、
昨
年

度
更
新
し
た「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
は
、

普
段
か
ら「
自
分
た
ち
の
身
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
意
識

で
、
災
害
時
に
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
や
暴
力
等

追
放
町
民
大
会
で
も
町
内
の
各
団

体
や
機
関
と
連
携
し
て
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
、
町
内
で
も
高
齢
者
を
狙
っ

た
悪
質
商
法
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
25
年

か
ら
田
川
郡
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
コ

ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）で
、
毎

週
火
・
木
の
９
～
16
時
に
専
門
相
談

員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

悪
質
商
法
の
排
除
に
も
力
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
空
家
対
策
。
福
智
町
で
は

協
議
会
を
設
置
し
て
専
門
家
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
実
態
に
即
し
た

空
家
対
策
計
画
の
策
定
を
行
い
ま

す
。
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
危
険
家
屋
に
つ
い
て
も
適
正
な

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

定
住
促
進
の
た
め
、
空
家
バ
ン
ク

制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

国
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

地
方
創
生
。
福
智
町
と
し
て
も
町

の
将
来
を
か
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
５
年
に
わ

た
る「
福
智
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」と「
福
智
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
全
国
に
お

け
る
先
駆
的
事
業
と
し
て
、
福
智

町
の
事
業
が
国
か
ら
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
先
行
型
事
業
を
中
心
に
地

方
創
生
を
進
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
は「
雇
用
・
定
住
促
進
」、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」、そ
し
て
平
成

26
年
度
の
５
８
０
倍
の
寄
附
を
集

め
て
貴
重
な
財
源
と
な
っ
た「
ふ
る

さ
と
納
税
」等
の
施
策
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

福智町誕生から10年が経ち、直面する課題の解決、将来への強固な
基盤づくりとともに、まちづくりのさらなる加速が求められています。
「次代に誇れる町」そして「誰もが夢を描ける町」の実現に向けて
嶋野町長が示した福智ならではのカラーをご紹介します。

１. 生活と暮らし
❶遊休地等の有効活用の推進
❷国土調査事業の積極的な推進
❸空家基本計画の作成
　※空家バンク制度の導入

２. 福祉と医療
❶サテライト事業の推進
　※高齢者へのきめ細かな支援体制
❷子ども医療費助成制度の拡充
　※今年10月から中学３年生まで拡充
❸子育て世代包括支援センターの設置
❹産後ケア事業の実施
❺在宅医療・介護連携の推進及び
　認知症施策の推進
❻公立保育所の民営化
❼待機児童の解消

３. 地域の活性化
❶地方創生推進と効果・定住施策の検証
❷ふるさと納税制度の強化推進
❸雇用・定住促進機能の強化

４. 農業
❶地域による営農活動の支援
❷担い手への農地集積の推進
❸土地基盤整備事業の推進

５. 教育
❶文教施設の整備
▶図書館・歴史資料館の開館準備
▶城山横穴群整備事業
▶学校施設整備事業
　※小中一貫連携教育に向けた取り組み

６. その他
❶行財政改革の推進
　※公共施設の統合・民営化の推進

存
在
感
の
あ
る
町
へ

　

昨
年
、
町
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
日
本
の
先
駆
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
は
じ
め
、
町
の
特
色
と
魅
力

を
表
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
に
、
地
域
の
価
値
観
や
自
ら

の
尺
度
を
も
っ
て
、
町
が
持
つ
潜
在

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
で
自
治
体
が
消
滅
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
惧
す
べ

き
は
、
自
ら
の
町
を
卑
下
す
る「
あ

き
ら
め
感
」が
日
常
的
に
な
る
こ
と
。

こ
の「
何
を
し
て
も
同
じ
」と
い
う

閉
塞
感
こ
そ
が
、
真
の
自
治
体
消

滅
を
生
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
体
消
滅
を
避
け
る
た
め
に

も
、
胸
を
張
っ
て「
わ
が
町
」と
言

え
る
誇
り
が
必
要
で
す
。
福
智
町

で
生
き
る
人
々
が
、
次
の
世
代
に
よ

り
良
い
郷
土
を
残
し
た
い
と
思
え

る
風
土
を
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
で
醸
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
に
対
す

る
誇
り
と
愛
着
が
根
底
に
あ
れ
ば
、

産
・
学
・
官
・
民
の
取
り
組
み
が
相

乗
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
で
す
。

　

地
方
交
付
税
の
削
減
等
で
、
国

は
、や
る
気
と
能
力
の
あ
る
自
治
体

を
重
点
的
に
支
援
す
る
方
針
へ
↘

公
有
財
産

国
土
調
査

防
犯
・
防
災

地
方
創
生

空
家
対
策

嶋野勝町長が本年度の施政方針を３月定例議会で表しました

3月末で13人が退職し、本年度
は11人の新戦力が加わりました。
新しい職務に慣れないながらも、
4月1日からそれぞれの部署で頑
張っています。まちで見掛けたら、
声をかけてあげてくださいね！

福智町新人職員紹介

生涯学習課
公民館係

植田 圭美
●主な担当業務
高齢者大学、公
民館管理、図書
室業務

総務課
消防防災係

松永 健吾
●主な担当業務
消防、防災、防犯、
空き家対策

まちづくり
総合政策課
政策推進係

太田 詠子
●主な担当業務
観光振興、ふる
さと納税、ＰＲ出
展、公平委員会

保健課
隣保館係

白石 友明
●主な担当業務
人権教育・啓発、
地域活動の支援

税務課
賦課係

清水 絵理
●主な担当業務
町県民税、法人
税、入湯税など
の町税賦課業務

平成28年度の重点施策


